
 
 
 

  
 

全国で「戦争法案」NO!の声を広げよう 
東京50自治体で「戦争法案」反対のとりくみ 

各地で共同センターが発足したり、今までにない共同のとりくみが行われています。東京革新懇作成の「戦

争法阻止をめざす地域の共同の動き」（東京都内）をご紹介します。 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 
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  国会前座り込み行動 6 日目 会期延長に抗議！  
本日の座り込み行動は、与党が会期延長を協議するなか開催され参加者は「戦争法案は廃案にしろ」「会

期延長はやめろ」と抗議の声を上げました。お昼集会での 2人の発言を紹介します。 

日本体育大学・清水雅彦教授 
「研究者も声を上げ続ける」 
「安保関連法案の廃案を求める憲法研究者の声明」へ

の賛同者は 230 人を超えた。合憲派の学者 2 人が主張す

るように、集団的自衛権は「自然権」として存在してき

たわけではない。また、国連憲章で集団的自衛権が認め

られているが、それを行使するかどうかはそれぞれの国

の憲法に従わなければならない。学者は政府と距離を置

き、批判的に研究を行わないといけない。合憲と主張す

る学者は、政府と同じことを言う御用学者。私たち研究

者も声を上げ続けるので、みなさんも頑張ってください。 

憲法会議・田中章史さん「特別委」傍聴報告 
 9 時から 12 時間で「特別委員会」の質疑を傍聴しました。自民・公明は「合憲」と主張する学者 2 人を

参考人で招致したが、お昼のニュースで大きく報道されたのは元内閣法制局長官の阪田氏と宮崎氏が戦争法

案を批判したことでした。また、小林節教授は赤嶺議員の「参考人質疑のあと生活に変化があったか？」の

質問に「このままではいけないと、街頭に出始めたのが大きな変化」と述べ、一緒に戦う姿勢が見えました。 
 

今後の予定 
許すな！戦争法案 戦争させない・9条壊すな！総がかり行動 


